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1. はじめに 
 ペイントアプリケーションを使ってイラスト

や図表の色付けを行う際，図 1 に示すような OS
標準のカラーパレットや，RGB，HSV の値をカ

ラースライダーで選択することが多々ある．OS

標準のカラーパレットはアプリケーションと独

立している．独自のカラーパレットを実装した

アプリケーションも汎用的なパレットであり，

編集内容に応じて動的に変化するものではない．

汎用的なパレットを使用した色の探索は，非効

率的な作業であり，デザインの可能性の広がり

は限定される．そこで，入力として画像のレイ

ヤ名が与えられた際，レイヤ名の単語やフレー

ズに基づいて，画像のセマンティクスを考慮し

た複数の色候補を生成して提示する新たな色提

示方法を提案する．これにより，ユーザーの創

造性とデザインプロセスの効率化を支援するこ

とができる． 

     
図 1 OS 標準のカラーパレットとカラースライダー 

 

2. 関連研究 
 本章では，色と言語の関係とカラーパレット

の生成手法に関する先行研究について述べる． 

 

2.1 色と言語 
 色は高レベルのセマンティクスの概念と強く

関連しており，色と言語の関連性は十分に確立

されている．テキスト入力からカラーパレット 

 

 

 

 

 

を生成することは，アーティストやデザイナー

を支援し，カラーパレットから自動で色付けで

きる. 

 

2.2 カラーパレットの生成手法 

 これまでにユーザーのテキスト入力を基にし

たカラーパレットの生成方法が研究されている．

学習ベースの手法は，大規模なデータから意味

的な関連性を学習することにより，カラーパレ

ットを生成する．Text2Colors [1]は，一単語では

なく，フレーズレベルのテキスト入力をサポー

トする生成モデルである． 
 
3. 提案システム 

 提案手法では，あらかじめレイヤ名が設定さ

れた SVG 画像を入力とし，Text2Colors [1] を色

候補の生成モデルとして用いる．画面に入力画

像を表示し，レイヤごとの色付けやレイヤ名の

変更が可能である．システムは Web アプリケー

ションとして実装する．色候補を提示するシス

テムの画面表示を図 2 に示す． 

(b) 色候補の表示 

(a) システムの画面表示    (c) 候補色の色付け 
図 2 色候補提示の画面表示 

 
 提案システムでは，ユーザーがレイヤ上で右

クリックを行うことで，レイヤ名に基づいた 5 色

の色候補が円形に表示される（図 2 b）．図 2 は 
“sea”というレイヤ名に基づいて提示された色候
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補である．円形メニューのいずれかの色をクリ

ックすると，その色が画像に色付けされる（図 2 
c ）． 
ユーザーが画像の全体イメージをフレーズとし

て持つ場合には，全レイヤに対して，色の探索

に使われるテキストを追加で入力できる．図 3 a
は，全体イメージとして，“eco”というテキスト

を追加で入力した際の，円形メニューである．

表示される色候補は 10 色に増える．円形メニュ

ーの左半分は，図 2 b と同じ色で，“sea”を基に

生成された色候補である．右半分は，“sea”と
“eco”を基に生成された新たな色候補である．ま

た，ユーザーはアプリケーション内でレイヤ名

を変更することで，新たな色候補を得ることが

できる．図 3 b は，レイヤ名を “sea”から “earth”
に変更した際に新たに表示される円形メニュー

である．円形メニューの右半分は，“earth”と
“eco”を基に生成された色候補である． 
 

  
(a) 全体イメージの入力 (b) レイヤ名の変更 
図 3 全体イメージの入力とレイヤ名の変更によって

新たに得られる色候補 
 
アプリケーション内での全体イメージの入力と

レイヤ名の変更によって，多様な色候補を表示

でき，ユーザーの色探索を支援する． 
 
4. ユーザースタディ 
 提案手法がユーザーの創造性を支援すること

を検証するために，ユーザースタディを実施し

た．本研究の目的は，ユーザーの創造性を支援

することであるため，提案手法による効果を定

量 的 に 評 価 す る た め に Creativity Support 
Index(CSI) [2] を使用する． CSI スコアは，
Collaboration, Enjoyment, Exploration, 
Expressiveness, Immersion, Results Worth Effort の 6
項目でツールの創造性を定義し，最大 100点でス

コアリングされる．  
 
4.1 実施方法 
ユーザースタディでは，実験参加者に汎用的な

カラーパレットと，それに提案手法を加えたツ

ールの 2 つのツールを用いて，グレースケールの

SVG (Scalable Vector Graphics) 形式の画像に自由

に色付けを行うタスクを課した．タスク完了後，

CSI スコアを測定するためのアンケートを実施し

た． 
  
4.2 結果 
 ユーザースタディには 6 名が参加し，タスクに

は 10 分間の時間を与え，SVG の編集ソフトであ

る Inkscape [3] を従来手法とした．CSI スコアの

測定結果を表 1 に示す．Collaboration は，別ユー

ザーとの共同作業がないため，ここでは 0 (該当
なし)とする． 
 

表 1 CSI スコアの測定結果 
CSI の項目 従来手法 提案手法 
Collaboration 0 [0%] 0 [0%] 
Enjoyment 10.2 [20%] 13.2 [21%] 
Exploration 9.8 [19%] 14.8 [23%] 
Expressiveness 11.7[23%] 13.2 [21%] 
Immersion 7.0[14%] 9.5 [15%] 
Results Worth Effort 12.0[24%] 13.5 [21%] 
CSI 50.7 64.2 
 CSI スコアの測定後に行ったアンケートでは，

「最初のイメージと違っても，提案された色を

試したくなる」「デザインアイデアが多様」等

の肯定的な意見が挙げられた．また，「気に入

った色の保存ができれば良い」等のインターフ

ェースに関する改善点も挙げられた． 
 
5. おわりに 
 提案手法による色候補の提示方法を用いるこ

とで，ユーザーの創造性を支援し，ユーザーが

多様な色候補を探索できることを CSI スコアに

よって検証した．今後は，インターフェースの

細かい点を改善し，ユーザーにとってさらに使

いやすく，より創造性を支援可能なシステムと

する必要があると考える． 
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